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国
保
税
率
改
正
案
を
可
決

震
災
で
被
災
し
た
国
保
加
入
者
は

医
療
費
の
減
免
な
ど
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
た
結

果
で
の
提
案
で
あ
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
難
し
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
は
「
県
が
納
付

金
の
一
本
化
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
県
民
で
あ
れ
ば
同
じ
基
準

に
な
る
と
い
う
も
の
で
、
６
年
後

ぐ
ら
い
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
県
に
対
し
て
は
、
市
民
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

賛
否
の
意
見
が
交
錯

　

こ
れ
ら
の
質
疑
を
踏
ま
え
た
議

員
間
討
議
で
は
、「
低
所
得
者
へ
の

減
免
措
置
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
負

担
が
重
く
な
る
」「
本
市
は
い
ま
だ

復
興
の
途
上
に
あ
り
、
自
営
業
者

や
一
次
産
業
従
事
者
の
負
担
が
大

き
く
な
る
」「
他
市
で
も
一
般
会
計

か
ら
財
源
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
繰
り
入
れ
す
る
な
ど
、

税
率
の
引
き
上
げ
は
避
け
る
べ
き
」

と
い
っ
た
慎
重
論
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
今
回
の
改
正

案
は
国
保
運
営
協
議
会
で
の
慎
重

審
議
の
上
で
提
案
さ
れ
た
内
容
だ

と
思
う
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
根

幹
を
な
す
国
保
を
今
後
も
持
続
し

て
い
く
た
め
に
は
仕
方
な
い
こ

と
」「
今
後
の
高
齢
化
を
は
じ
め
、

被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど
を
考
え

る
と
税
率
を
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
社
会
保
険
の
被
保
険
者
ら
と
税

の
不
公
平
が
で
る
た
め
、
す
べ
き

で
な
い
」「
本
市
の
国
保
加
入
者

は
震
災
減
免
で
助
け
ら
れ
た
。
今

後
も
国
保
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
税
率
改
正
は
や
む
を
得
な
い
」

な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
と
な
り
、
本
会
議
で
の

賛
成
、
あ
る
い
は
反
対
の
討
論
が

行
わ
れ
、
最
終
的
な
採
決
で
も
同

様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

舟
波
新
副
市
長
選
任

　

こ
の
ほ
か
、
定
例
会
最
終
日
に

は
岡
本
雅
之
副
市
長
の
退
任
（
３

月
31
日
）に
伴
い
、後
任
の
選
任
案

件
が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
副
市
長
は
、
舟
波
昭

一
（
ふ
な
み
・
し
ょ
う
い
ち
）
氏
。

36
歳
。
平
成
21
年
３
月
に
北
海
道

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
を
修

了
し
、
同
年
４
月
に
国
土
交
通
技

官
に
採
用
。
以
後
、
警
察
庁
交
通

局
、
道
路
局
高
速
道
路
課
、
東
北

地
方
整
備
局
山
形
河
川
国
道
事

務
所
、
同
整
備
局
道
路
部
に
勤
務

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
議
論

　

今
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
対

応
策
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
い
ま
だ
県
内
に

感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
や
国

新
年
度
予
算
案
も

　

定
例
会
初
日
、
戸
羽
太
市
長
は

「
復
興
事
業
を
完
遂
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
と
し
て
持
続
可
能
な

ま
ち
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
民
と
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
施
政
方
針
を
述
べ
、

大
久
保
裕
明
教
育
長
が
教
育
行
政

方
針
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
公
用
車
の
接
触
事

故
に
伴
う
損
害
賠
償
額
に
関
す
る

専
決
処
分
の
報
告
１
件
を
は
じ

め
、
工
事
作
業
員
確
保
の
宿
泊
費

増
に
伴
う
気
仙
公
民
館
建
設
工
事

と
（
仮
称
）
市
民
文
化
会
館
新
築

工
事
の
変
更
請
負
契
約
締
結
な

ど
、
執
行
前
提
案
13
件
を
即
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
執
行
前
提
案
２

件
、
補
正
予
算
案
８
件
、
条
例
案

13
件
、
新
年
度
予
算
案
８
件
の
計

31
件
は
、
提
案
理
由
の
説
明
後
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

予
算
等
特
別
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也

委
員
長
）
に
付
託
し
ま
し
た
。

議
員
間
討
議
を
導
入

　

本
市
議
会
は
、
今
定
例
会
か
ら

予
算
等
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
議
員
間
討
議
を

導
入
し
ま
し
た
。
各
議
案
の
可
否

を
判
断
す
る
採
決
前
に
各
議
員
が

議
案
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
り
、

意
見
を
述
べ
合
う
と
い
う
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
検
討
や
審

議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
案
の
中
で
、
特
に
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
の
可
否
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
、

こ
れ
ま
で
の
課
税
方
式
を
４
方

式
（
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、

平
等
割
）か
ら
資
産
割
を
廃
止
し
、

３
方
式
（
所
得
割
、
均
等
割
、
平

等
割
）
に
す
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
す
。

　

そ
の
際
、
応
能
分
（
所
得
割
）

と
応
益
分
（
均
等
割
、
平
等
割
）

の
比
率
は
県
の
方
針
を
参
考
に
す

る
ほ
か
、
国
保
の
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
て
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
ま
で
の
被

保
険
者
の
均
等
割
を
本
市
独
自
で

減
免
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

元
年
９
月
末
時
点
で
の
市
内
の

国
保
加
入
世
帯
は
２
９
０
２
世
帯

で
、被
保
険
者
数
は
４
５
９
４
人
。

条
例
が
改
正
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま

　
起
立
採
決
で
賛
成
多
数
に

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
12

日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
国
の
復
興
・
創
生
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
２
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
国
保
税
率
を
平
均
15

か
ら
20
％
ほ
ど
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
な
ど
議
案
46
件
と

報
告
１
件
を
、
初
の
議
員
間
討
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
原
案

通
り
可
決
。
一
般
質
問
に
は
13
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

議場での議員間討議

 ３月議会

の
対
応
も
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
面
推
移
を

見
守
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
随
時
議
会
内
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　　討論　＝　反対　　　　　　藤　倉　泰　治
　今回の問題点は第１に、均等割が一人２万2,000円、約
70％上がり５万3,500円となることです。第２に、年金者な
ど、所得が低い方々の税負担が大幅に上がるという問題です。
７割、５割、２割の法定減免制度があっても約70％上がりま
す。第３に、一般会計からの繰り入れもできたと思います。
新年度で18歳までの均等割減免という画期的な提案がありま
すが、国保は社保に比べ1.6倍の負担など、不公平です。一
般会計からの繰り入れによって国保税の引き上げと格差拡大
ではなく市民の生活をあたたかく守るべきです。

　　討論　＝　賛成　　　　　　木　村　　　聡
　本提案は高齢化が進み、本来パンデミックのような不測事態用
の基金を平成28年から切り崩している状況で令和元年9月より
第三者協議会にて検討されたものです。２点強調し賛成します。
①低所得者負担への配慮
資産割 (低所得者負担が大きいとされる )制度の廃止と従来通り
所得に応じて負担額軽減措置が継続されることから低所得者層の
方々に配慮した内容です。
②今後の姿勢
運動、コミュニティ活性化、生きがいづくり等の施策で、市民が
心身の健康を従来以上に意識し、皆保険制度を皆で支えるという
ことを理解してもらうよう努めていくことが大切だと思います。

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

議案第 29号
 「陸前高田市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例」
議案第 41号
 「令和２年度陸前高田市国民
健康保険特別会計予算」
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で
よ
り
被
保
険
者
一
人
当

た
り
年
額
15
か
ら
20
％
ほ

ど
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

　

市
当
局
は
市
内
の
有
識

者
や
国
保
加
入
者
ら
で
組

織
す
る
国
保
運
営
協
議
会

の
答
申
内
容
を
検
討
し
た

上
で
議
案
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
市
当
局
か

ら
本
市
の
国
保
収
支
は
基

金
か
ら
の
補
て
ん
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と

の
説
明
が
あ
り
、
現
状
の

ま
ま
で
は
基
金
の
枯
渇
が

懸
念
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。　

　

市
当
局
に
対
す
る
質
疑

で
は
、
議
員
か
ら
「
特
に

低
所
得
の
家
庭
生
活
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
財
源
不
足
を
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で

対
応
で
き
な
い
か
」
な
ど

と
質
問
。

　

市
長
は
「
そ
の
可
能
性

も
探
っ
て
き
た
。
そ
の
際
、

社
会
保
険
加
入
者
ら
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
、

舟波新副市長


